A Reflection on the Effectiveness and Motivation of Rhythm Dance Learning in Early Childhood by 内山 須美子
Abstract
In this study, we discussed on what kind of abilities the rhythm dance 
learning can nurture in infant children, referring to the impressions of children 
and their parents as well as the reports from instructors in dance academies, 
which are held as community contribution activities of our university. In 
addition, we studied possible means to allow infant children to voluntarily 
engage in rhythm dance learning. Results showed that rhythm dance learning 
using mimicking promotes the development of cognitive and motor functions, 
and foster the empathy for understanding others. The results also showed 
that "the abilities to observe, express, and evaluate the shape and quality of 
movements" acquired during the process of learning serve as basic abilities 
for rhythm plays in elementary school education. In addition, "rhythm 
synchronization," "special feeling," "longing," "balance between skills and tasks," 
"positive feedback," and "relationship" were extracted as keywords, with respect 
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５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 クラス別合計（回）
チアペコ（未就学児クラス） １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
プチペコ（小学生クラス） １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
チアクラス（低学年） １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
チアクラス（高学年） １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
ジャズクラス １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
ヒップホップクラス １ ２ ２ ２ ２ ２ １ ３ １ 16
月別合計（回） ６ 12 12 12 12 12 ６ 18 ６ 96
表３．レッスンで使用したステップと構成方法
ステップ 構成方法
チアペコ（未就学児クラス）ポーズ・ジャンプ・マーチ・ジョグ・サイドステップ・ヒールタッチ ユニゾン・シンメトリ
プチペコ（小学生クラス）
ポーズ・ジャンプ・マーチ・ジョグ・サイド
ステップ・ボックスステップ・クロスター
ン・グレープバインステップ
ユニゾン・シンメトリ・カノン
チアクラス（低学年） ポニーステップ、シャッセ、ボックスステップ、ピヴォットウォーク、ジュッテ ユニゾン・シンメトリ・カノン
チアクラス（高学年）
ダウン、グレープバイン、ダブルピルエッ
ト、シェネリープ、シャッセ、ジュッテ、
ボックスステップ
ユニゾン・シンメトリ・カノン
ジャズクラス スライド・ボックスステップ・サイドステップ・スマーフ
ユニゾン・シンメトリ・コント
ラスト
ヒップホップクラス ランニングマン、スティーブマーチン、バタフライ、チャールストン ユニゾン・シンメトリ・ソロ
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チアペコ（未就学児クラス）とプチペコ（小学生クラス）は、子ども達
の前で２名の講師が全体に振り付け、アシスタント６名が１人で２～３人
の子どもを担当してできていない部分を教えた。チアクラス（低学年）と
チアクラス（高学年）は、講師１名が子ども達の前で全体に振り付け、各
クラスのアシスタント２名が１人で10～16名の子どもを担当してできて
いない部分を教えた。ジャズクラスとヒップホップクラスは、講師１名が
子ども達の前で全体に振り付け、できない子どもがいれば個別に指導も
行った。各クラスの担当講師は以下のとおりである。
●チアペコ（未就学児）・プチペコ（小学生）
　白鷗大学ダンス部在学生
●ジャズ
　白鷗大学教育学部発達科学科児童教育専攻第１期卒業生
　幼稚園教諭：2008～2014年
●チア（低学年）・チア（高学年）
　白鷗大学教育学部発達科学科児童教育専攻第３期卒業生
　チアダンスチームGolden HAWKS所属
　チアダンス世界大会USASF Dance World　HipHop部門優勝
●ヒップホップ
　白鷗大学教育学部発達科学科児童教育専攻第７期卒業生
　栃木県内のダンスインストラクターとして活動
②ダンス発表会の運営および開催
日　時：2019年12月21日（土）14：00～17：00
場　所：白鷗ホール（於白鷗大学）
出演者：242名（この中の93名がアカデミーのキッズ受講生）
来場者：725名
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図１．レッスン風景
図２．発表会の風景
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